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三木則尚専任講師に聞くインタビュー

　「挫折という言葉は大嫌い」という、三木則尚さん。挫折は挫
くじ

けて折れる、と書く。
たとえつまずいて挫けても、折れなければいい、というのが信念だ。何にでも興味を
もち、チャレンジする精神と、もち前の明るさで、研究者の道を突き進む三木さんは、
楽しさをモットーに、自由な発想と、積み重ねてきた確かな実績を携えて、MEMS
研究の新たな地平を切り拓く。

――幼い頃から研究者になろうと思われ

ていたのですか？

　いいえ（笑）。僕は兵庫県龍野市の生

まれなのですが、実家は醤油づくりを営

む老舗で、研究とはまったく縁のない環

境で育ちました。幸運にも成績は良かっ

たので、小学校のときからスパルタ教育

で有名な進学塾に通い、中高一貫の進学

校に進み、流されるままに東大工学部に

入ったという感じです（笑）。勉強が好

きだったというよりも、仲間がいたおか

げで、競いながら楽しんで勉強に取り組

むことができました。

――勉強では苦労されなかったのです

ね？

　今の方がよっぽど苦労しています

（笑）。僕は器用貧乏で、ズバ抜けてでき

るものはないけれど、なんでもそこそこ

できてしまう。そうしたわけで進路もな

んとなく決めた感じでした。大学 1 ～ 2

年の頃は、生物や素粒子物理学に興味を

もちましたが、ちょうど学部に進むころ、

「バーチャルリアリティ」という新しい

研究分野が脚光を浴びていて、面白そう

だなと思って機械情報工学科への進学を

決めたのです。その後はロボットに興味

をもつようになり、4 年生のゼミ配属で

は、ロボット研究の第一人者である三浦

宏文先生・下山勲先生の研究室に入りま

した。

　当時はまだホンダの ASIMO が発表さ

れる前で、2 足歩行ロボットや人工知能

の研究が行き詰まるなか、突破口を見つ

けようと、この研究室ではマイクロロ

ボットの研究を手がけはじめたところで

した。2 足歩行ロボットの手本が人間な

ら、マイクロロボットの手本は昆虫だろ

うと、MEMS を使った昆虫型ロボット

の研究を手がけることになったのです。

　小さいものを研究する面白さは、サイ

ズによってきいてくる力が変わってくる

点です。たとえば、モノの大きさが 10

分の 1 になると、表面積は 100 分の 1

になりますが、一方で、体積は 1000 分

の 1 になる。つまり重力の影響がぐん

と小さくなる。だからノミは自分の身長

の 50 倍くらい高く飛ぶことが可能なん

ですね。そうしたことから、スケールに

あったデザインが見えてくる。たとえば、

飛行機の羽根と昆虫の羽根の違いという

のは、スケールの違いからくるものとい

えます。ちなみに卒論は、生きた昆虫自

身が操縦するロボットでした。ボールの

上を昆虫が歩くと、ロボットがその動き

に追随して動くというものです。

――そこで生物への興味が生かされたわ

けですね。

　そうやって興味の赴くままにやってき

たのですが、その頃になってようやく将

来について考えるようになりました。実

家の家業を継ぐことや、メーカーへの就

職も選択肢の 1 つでしたが、修士のと

き、先生方のお供で海外の学会に参加す

る機会があり、先生が海外の研究者と握

手をして気さくに話をしている様子を見

て、「かっこいいなぁ」と思い、博士課

程に進もうと（笑）。実際に、ドクター

の生活はとても充実していました。

　当時、異業種交流会などに参加する機

会が多かったのですが、さまざまな職種

の人と話をするうち、それまでは長いも

のには巻かれよ、といった人生でしたが、

人と違う道を進むのも悪くないなと思う

ようになりました。ほとんどの同期が就

職する中、博士課程に進学したわけです

が、それもよかったな、と。研究にも力

が入るようになり、午前中から明け方ま

で研究して、カラスが鳴き出すころ、だ

いたい 3 時すぎですが、ようやく研究

室を出るという毎日でした。

　このとき手がけていたのは、外部から

磁界を与えて空を飛ぶ、1cm 以下のマ

イクロヘリコプタです。飛ぶということ

を考えると、実は昆虫をまねて羽ばたく

よりも、回転させたほうが効率がいいの

です。世界で一番小さいヘリコプタじゃ

ないでしょうか。

　また、この頃から、国内外で開催され

る国際学会に参加するようになり、若い

研究者たちと親交を深めることができま

した。今でも彼らとの交流が続いており、

情報交換できるいい仲間です。
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――博士課程修了後の 2001 年に、マサ

チューセッツ工科大学（MIT）へ就職さ

れましたね。

　ドクターを修了したら、次は海外だと

いう勝手な思い込みがあったのですが、

当時興味があった「MIT マイクロエン

ジンプロジェクト」の教授が僕の所属す

る研究室に来る機会がありました。その

折に研究員の空きがあるかどうか尋ねて

みたところ、書類を送るように言われ、

その後面接に呼ばれ、晴れて「マイクロ

エンジンプロジェクト」に雇われること

になったのです。

――お話によると順調に歩まれてきた感

じですね。

　そもそも、挫折するようなことがあっ

ても、気にしない性格なんだと思います。

僕は、挫折したから強くなったなんて言

うのは大嫌いです。挫けたって折れなけ

ればいいというのが僕の信念です。

　MIT 時代は楽しかったですね。マイ

クロエンジンプロジェクトでは、携帯電

話の電源やマイクロロケットのバッテリ

用に、シリコンを使ったボタンサイズ

の小さなガスタービンを作っていました。

ビッグプロジェクトで設備も環境も最高

に恵まれていました。

　また、ボストンには、MIT だけでなく、

ハーバード大学、ボストン大学などもあ

り、さまざまな分野から選ばれた日本

人が集まっていて、月に 1 ～ 2 回開催

される日本人研究者交流会を通じて、多

くの人と話をする機会を得ることができ、

ぐっと視野が広がりました。

　それから、2 年目に日本人の研究者で

アイスホッケーチームを作ったことも大

きなイベントでした。アイスホッケー

なんてやったこともなくて、そもそも

スケートも全然滑れなかったのですが、

かっこいいからやってみようと…。とい

うのも、アメリカ人って、どんなに下

手でも、努力していれば、必ず “Good 

job!” って言ってくれるんですよ。それ

が嬉しくて、どうせやるなら自分が中心

になってチームを作ろうと思ったのです。

名前は、日本人チームらしく「Sushis（ス

シーズ）」。ちなみに、うちのチームは見

学不可なんですよ。1 回見学してから入

団を決めるというのはナシで、まずはと

にかく一緒にやってみようというのが

Sushis のポリシーです。

――MIT での生活を本当に楽しまれたよ

うですが、3年後に日本に帰国され、慶

應義塾大学へ来られたわけですね。

　現在、慶應義塾大学にきて 6 年目に

なりますが、せっかく研究をするなら自

分が興味をもてる面白いことをやろうと

いうことで、自由な発想で研究に取り組

んでいます。現在は、MEMS をベース

にしたヒューマンインタフェースをテー

マに、視線検出や触覚ディスプレイ、味

覚・嗅覚センサなど、多岐にわたるテー

マを扱っているところです。モットーは、

指導教官だった下山先生の教えでもあ

る「素人の発想、玄人の仕事」です。何

にでもチャレンジしてみようという素人

の発想をもちつつも、研究成果をきちん

と出すために、仕事はプロの技に徹する、

ということですね。

　研究室には 20 名の学生がいますがに

ぎやかにワイワイやっています。合宿で

は毎年趣向を凝らし、ペイントボールと

いって銃でペイント弾を打ち合うゲーム

やラフティング（川下り）、ソフトボー

ルなどをやったりして楽しんでいます。

もっとも、研究をするときには真剣にや

る。メリハリが大事だということです。

　一方で毎週 1 回輪講のときに、研究

室で一般教養テストをしています。問題

は国の首都名でも、漢字でも、歴史でも、

映画でもなんでもありで、皆が順番に出

題します。というのも、一般教養とい

うのはとても人生を豊かにしてくれるも

のだと思うからです。面白いことに、受

験勉強が意外と一般教養につながってい

るんです。僕自身、受験英語のベースが

あったからこそ、学会発表や海外生活で

役立った。詰め込みの受験勉強は意味が

ないなんていうけれど、教養として身に

ついていれば、ちゃんと使うことができ

ます。

　実際に、海外の人と話をする場合にも、

一般教養はたいへん役立っています。江

戸時代の鎖国の話とか、うけますよ。教

養は、研究の幅を広げることにも役立つ

はず。研究者としての基礎はもちろんで

すが、そうした視野の広い人間を育てて

いきたいと思っています。

◎ちょっと一言◎

●�学生さんから：いつも明るくて、やさし

くて、頼りがいのある先生です。先生の

背中を見ながら、僕らもメリハリのある

学生生活を楽しんでいます。

 （取材・構成　田井中麻都佳）

さらに詳しい内容は
http://www.st.keio.ac.jp/kyurizukai
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